
第
四
条
第
三
号
イ
の
表
中 「

一
万
七
千
三
百
円

二
万
八
千
六
百
円

二
万
二
千
三
百
円

三
万
七
千
円

三
万
二
千
八
百
円

五
万
千
六
百
円

三
万
九
千
三
百
円

六
万
四
百
円

四七

万
九
千
八
百
円

万
五
千
九
百
円
」
を
「

一
万
七
千
二
百
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
二
千
二
百
円

三
万
六
千
九
百
円

三
万
二
千
七
百
円

五
万
千
四
百
円

千
七
百
円

千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
の
表
中
「

一
万
千
四
百
円

一
万
六
千
九
百
円

千
四
百
円

六
千
八
百
円

一
万
三
千
八
百
円

一
万
九
千
九
百
円

一
万
七
千
四
百
円

二
万
五
千
三
百
円

六
万
二
百
円

三
万
九
千
二
百
円

四
万
九

七
万
五

一
万

一
万

」を 「

一
万
三
千
八
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

二
万
五
千
四
百
円

」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
号
の
表
中 「

一
万
七
千
三
百
円

二
万
二
千
三
百
円

二
万
八
千
六
百
円

三
万
七
千
円

三
万
二
千
八
百
円

五
万
千
六
百
円

三
万
九
千
三
百
円

六
万
四
百
円

四
万

七
万

九
千
八
百
円

五
千
九
百
円
」
を
「

一
万
七
千
二
百
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
二
千
二
百
円

三
万
六
千
九
百
円

三
万
二
千
七
百
円

五
万
千
四
百
円

七
百
円

七
百
円
」
に
改
め
る
。

三
万
九
千
二
百
円

六
万
二
百
円

七
万
五
千

四
万
九
千

平成™›年›月�日 金曜日 (号外特第˜š号)官 報

第
十
二
条
第
二
号
中
「
十
三
万
四
千
二
百
円
」
を
「
十
三
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
五
号

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十

五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
救
援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
二
条
第
一
号
ニ
\
及
び
同
条
第
二
号
ロ
中
「
二
百
三
十
八
万
七
千
円
」
を
「
二
百
四
十
万
千
円
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
号
中
「
十
三
万
四
千
二
百
円
」
を
「
十
三
万
三
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
六
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
四
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

平
成
二
十
四
年
度
雇
用
施
策
実
施
方
針
の
策
定
に
関
す
る
指
針

目
次第

一

趣
旨

第
二

現
下
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
そ
の
課
題

一

経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
お
け
る
課
題

第
三

最
近
の
雇
用
に
お
け
る
重
点
施
策

一

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
及
び
円
高
へ
の
対
応

二

地
方
自
治
体
等
と
連
携
し
た
雇
用
施
策
の
実
施

第
四

平
成
二
十
四
年
度
の
主
な
雇
用
施
策

一

若
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
就
労
促
進
に
よ
る
「
全
員
参
加
型
社
会
」
の
実
現

二

日
本
の
成
長
力
を
支
え
る
人
材
の
育
成
及
び
成
長
企
業
へ
の
支
援

三

地
方
自
治
体
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
た
重
層
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

四

非
正
規
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
・
処
遇
の
改
善

五

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

六

最
低
賃
金
引
上
げ
に
よ
り
最
も
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
と
最
低
賃
金
の
遵
守
の
徹
底

七

外
国
人
労
働
者
問
題
等
へ
の
適
切
な
対
応

第
一

趣
旨

日
本
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
政
策
的
な
需
要
創
出
・

雇
用
の
下
支
え
効
果
に
よ
り
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
き
た
。
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
各
種
の
政
策
効
果
等
を
背
景

に
、
景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
傾
向
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
欧
州
の
政
府
債
務
危
機
が
、
金
融

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
懸
念
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
や
金
融
資
本
市
場
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、

海
外
景
気
が
下
振
れ
し
、
日
本
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
東
日
本
大
震
災
後
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
回
復
や
電
力
不
足
の
解
消
、
更
に
は
復
興
需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
多
く
の
産
業
で
求
人
が
増
加
傾
向

と
な
り
、
ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
が
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、
雇
用
情
勢
の
先
行
き
は
、
欧
州
の
政
府
債
務
問
題

等
が
発
生
す
る
中
で
の
円
高
に
よ
る
影
響
等
に
よ
り
、
更
な
る
注
視
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
係
る
施
策
を
取
り
ま
と
め
た「『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
に
加
え
、
中
長
期
的
に
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の
減
少
を
跳
ね
返
す
た
め
に
、

若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
全
て
の
人
が
就
業
意
欲
を
実
現
で
き
る
「
全
員
参
加
型
社
会
」
を
構
築
す
る
よ

う
な
雇
用
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
の
完
全
失
業
率
が
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・
七

三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
失
業
期
間
が
一
年
以
上
と
な
っ
て
い
る
完
全
失
業
者
が
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福

島
県
（
以
下
「
被
災
三
県
」
と
い
う
。）を
除
き
、
平
成
二
十
三
年
平
均
で
は
百
九
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
失
業
が
長

期
化
す
る
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、
新
卒
者
の
内
定
率
も
低
迷
す
る
等
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
情
勢
の
中
で
、都
道
府
県
労
働
局
と
地
方
自
治
体
が
更
に
緊
密
に
連
携
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
雇
用
施
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
指
針
は
、
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
、
毎
年
度
、
都
道

府
県
労
働
局
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
職
業
指
導
及
び
職
業
紹
介
の
事
業
そ
の
他
の
雇
用
に
関
す
る
施
策
を

講
ず
る
に
際
し
て
の
方
針
（
以
下
「
雇
用
施
策
実
施
方
針
」
と
い
う
。）を
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
策

定
す
る
に
当
た
り
、
同
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
度
の
雇
用
に
お
け
る
重
点
施
策
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。都

道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
は
、
こ
の
指
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
の
実
情
か
ら
み
た
課

題
及
び
こ
れ
に
対
す
る
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
雇
用
施
策
実
施
方
針
を
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
当
該
施
策
と
都
道
府
県
の
講
ず
る
雇
用
に
関
す
る
施
策
と
が
密
接
な
関
連
の
下
で
円
滑
か
つ
効
果
的

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
、
地
域
の
雇
用
情
勢
の
改
善
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
当
該
方
針
に
定
め
る
施
策
及
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
関
係
都
道
府
県
知
事
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
要
請
に
応
じ
る
よ
う
努
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
お
い
て
緊
密
な
連
携
・
協
力
を
図
っ
て
い
く
。

第
二

現
下
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
そ
の
課
題

一

経
済
及
び
雇
用
情
勢
と
今
後
の
見
通
し

^

最
近
の
経
済
情
勢

日
本
経
済
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
緩
や
か
に
持
ち
直

し
て
お
り
、
先
行
き
に
つ
い
て
も
、
景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
傾
向
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
欧
州

の
政
府
債
務
危
機
等
に
よ
り
、
海
外
景
気
が
下
振
れ
し
、日
本
の
景
気
が
下
押
し
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
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